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論　　文　　の　　要　　旨

（1）本論文の構成

　　本論文はヨ2部，3章，13節，本文546頁，参考文献25頁より成っている。

（2）本研究の目的

　　行動が遺伝要因と環境要因の交互作用として発現することは，心理学では古くからいわれてき

　たことである。しかし冒遺伝要因に関する実証的研究の数は決して多くはない。その理由は、心

　理学研究の主流が専ら環境要因の分析に向けられてきたこと，さらには，遺伝要因の影響を適切

　に分析する方法が確立されていなかったことによる。行動に及ぼす遺伝要因の影響を最も簡明に

　示し得る材料、すなわち近交系動物が心理学においても用いられるようになり，かつ、計量遺伝

　学の手法や選択交配法が導入されるようになったのは，ごく近年のことである。

　　他方ラオープンフィールドはラHa11（1934）が動物の情動性を測定することを目的として考察

　した装置であるが，その場面の簡潔さに比べてテそこで展開されるオープンフィールド行動の解

　釈に関しては，情動性1探索㊥活動性の3つの観点から促えられるという多義性が，長年にわたっ

　て問題とされてきた。

　　本研究はヨ近年において心理学と遺伝学の学際的研究分野として出発した行動遺伝学の立場か

　らオープンフィールド行動を研究することで，オープンフィールド行動の構造的特徴を抽出し，
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　ひいてはオープンフィールド行動に関する長年に及ぶ課題を解決しようとするものである。

（3）研究の方法と結果

　　本研究で用いられた方法は，大きく2つに分けられる。第1は近交比較と交雑に基づくもので

　あり（実験五～6），第2は選択交配に基づくものである（実験7～12）。

　　実験1：AKRラBALB，C3H，C57BL，DBAの5系統の近交系マウスと玉CR／JCL（クローズ

　ドコロニー国マウス）のオープフィールド行動を，チェックリスト法で5分間観察記録し，あわ

　せてヨ赤外線横断回数による移動活動量と排泄を測定した。

　　その結果，オープンフィールドにおいて出現する行動項目がヨ遺伝的背景が異なる系統において，

　著しく異なっていることが見出された。そこで。主成分分析によって行動の構造的分析を行った

　ところラオープンフィールド行動の中心内容は，移動国休止画立ち上がり等の主として移動活動に

　かかわる行動項目によって特徴的に記述されうることが分った。

　　実験2：実験1で得られた系統間差異の時問的安定性を知るためにラ5近交系マウスの移動活

　動量と排泄を1時問にわたって記録した。活動量に関する系統問順位は5分問記録の場合と同様

　であったのでラオープンフィールドにおいて生じる各系統の特徴的様相は，最初の5分問測定に

　よっても十分に捉えうるといえる。

　　実験3：家験1と2では8～10週齢のマウスにおいて測定がなされた。しかし，オープンフィー

　ルド行動には加齢現象が見られるかもしれない。そこで2系統のマウスとそれらを交雑したF1に

　ついてラ3～8週齢問の6週齢にわたって測定がなされた。その結果ラ雌では加齢による活動量

　の低下が見られたがラ雄ではそのようなことはなかった。また，明1暗段階の照明条件下で測定

　を行ったところ，F。において、親に類似する側が明画暗条件によって異なるという興味ある結果

　が得られた。

　　実験4：従来のオープンフィールド研究において多用されてきた測度は，移動活動量と排泄で

　ある。そこで、これら2測定のみに基づいてもオープンフィールド行動の構造内容が分析可能か

　否かを検討した。さらに発達的変化についても吟味したところヨ移動活動量は週齢を越えた安定

　した測定であるが。排泄は5週齢以後においてはじめて安定性を示す測度であることが分った。

　　実験5：オープンフィールドにおけれ移動活動量の他場面に対する一般性を検討しラ加えてそ

　こにおける遺伝要因の様相を知るために，3系統の近交系マウスとこれらを互いに交雑した3種

　類のF。を用いて，オープンフィールド宙シャトル箱。回転輪屈スタビリメーターの4装置におけ

　る移動活動量を測定した。

　　主成分分析の結果，オープンフィールドにおける活動量は他の場面での活動量と相関が高くラ

　さらにF。は，第1成分の次元においてヨ両親系統の中問遺伝の様相を示すことがうかがわれた。

　　実験6：さらに。オープンフィールド行動における遺伝様式を知るために，C57BLとBBの2近

　交系と、これらを基にしたF1，F。，B1，B。世代について，実験5で用いた4装置での移動活動量

　を測定した。主成分分析の結果，第1成分がオープンフィールドにおける主要行動項目を含んで

　いたのでラこの成分得点に基づいて計量遺伝学的分析がなされた。F。の値から雌雄ともに高活動
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側への優性が認められラF。，B1ヨB。の平均値は計量遺伝学的モデルからの期待値と誤差の範囲内

で合致した。また，得られた遺伝決定係数は約20％であった。

　実験7：これは本研究にの中核をなす実験である。約10年の歳月と5，OOO匹を越えるマウスが

用いられた。基礎集団としてのヱCR／JCLマウスにおいて、オープンフィールド移動活動量の多い

雌雄を選択交配し（高活動系），同様に少い雌雄を選択交配した（低活動系）。毎世代この手続を

継続する。このほかにヨ毎世代無作為に交配する統制群を置いたことは，本選択交配実験の価値

を高めている。

　選択交配によって両系は順調に分離し，オープンフィールド移動活動量が遺伝要因によって規

定されていることが実証された。しかし，選択の効果は高活動系と低活動系では著しく異なり，

低活動系では早くも4世代で選択隈界に達したのに対して、高活動系では19世代においても選択

偏差はゼロに近づいていない。他方、主成分分析の第1成分が全分散中で占める割合は，選択の

進行に伴なってう次第に増加して行くことが見出された。

　実験8：次に，選択第5ヨ7，14世代において，両系統とF。を用いた遺伝分析がなされた。ど

の世代においても，中聞遺伝もしくは弱い劣性遺伝の様相が見られている。

　実験9：選択交配による両系の分離が遺伝に基づくことをさらに確証するために，養母交換法

によるチェックがなされた。移動活動量に対する母親効果はまったく見出されずラ実験7の結果

が遺伝による分離であることがヨ十分に証明された。

　実験10と11：両選択系の間に見られる系統差の信頼性を確かめるために，長時問測定と反復測

定がなされラ両系の分離が安定した遺伝によることが再確認された。

　実験12：最後に，両選択系をオープンフィールド以外の生活場面に長期にわたって生活させる

ことで，両系の行動特性を分析することが試みられた。餌1水を置いた小室と自由に活動できる

広場とを連絡した装置に9日問放置し、広場での活動量が測定された。高活動系は一貫して活動

的であり，特に昼間においてこれが著しかった。しかしヨ夜問における活動量において，両系の

差が日を追って少くなったことは重要である。このことは，オープンフィーノレドで見られた両系

の著しい差異が，オープンフィールド場面に特異的な刺激作用によって生じることを示唆してい

るからである。

審　　査　　の　　要　　旨

　以上の多くの実験結果から，まず，オープンフィールド行動とは。種々の自発的活動が偶発的に

出現するものではなく，一つの構造的まとまりを持った一連の行動形態であることが明白となった。

そして，主成分分析の結果は，どの実験においても，オープンフィールド行動の主内容が、移動活

動であることを示した。これらのことは。長年にわたって多義的な解釈がなされてきたオープンフィー

ルド行動に対してサ明白な結論を与えたものといえる。
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　さらに，オープンフィールド行動の主体である移動活動量が遺伝要因によって規定されているこ

とをラ近交系比較ヨ計量遺伝学的分析。長年月をかけての選抜交配実験によって明確に立証したこと

は，なによりも価値あることである。著者が，オープンフィールド行動が持つ心理的過程に深い関

心を持つにもかかわらず，それに対しては十分な結論を下さなかったことには若干の不満が残るが、

50年問にわたった論争に対して価値ある基礎’資料を提供したものとして，本研究には大きな意義を

認めるものである。

　よってヨ著者は学術博士の学位を受けるに十分に資格を有するものと認める。

一2ユ9一一


